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生理指標による感情評価と主観評価における 
嗜好・性格特徴の影響分析 
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概要：人の感性や感情を客観的に測る手法として，SD（Semantic Differencial）法や生体情報を用いた感情推定などが

提案されている．これはそれぞれ，評価の対象となるものについてアンケートや，呈示時の生体センサ値を分析する

ことで人の感情反応を客観的に明らかにすることを目的としており，一定の成果を得ている．しかし，これらの関係

を分析しようとすると，人が主観的に回答する内容と，生体情報の間の関係が明確ではない．この要因として，人の

感情に起因して変動する認知や生体計測値の関係が明らかになっていないという問題がある．これに対して，過去嗜

好・性格特徴が生体情報に影響があるとのことから，本研究の目的をこれらの影響を明らかにすることとした．  
実験では，協力者に対して音楽刺激，香り刺激を提示し，その際に得られた脳波・心拍と嗜好・性格特徴に関するア

ンケートの結果を用いて検証を行った．結果として，性格特徴と生体情報の関係性が確認された．また，生体情報を

用いた実験において，嗜好を用いたグループ分けをすることの有効性が確認された． 
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1. はじめに   

近年，サービス向上のために，使いやすさを向上させる

ためのコミュニケーションロボット[1]や， 車の移動中で

もドライバーの快適性を向上させる車内空間[2]など，人間

の感情を考慮した様々なシステムの改良が行われている.
それらのシステムを評価するには，感情反応による客観的

な評価が必要となる． 
人の感情を客観的に評価する手法として，さまざまな方

法が提案されている．感性工学分野で主に用いられている

方法の一つとして，Semantic Differential (SD) 法 [4]がある．

これは，相反する形容詞対を用いて物事への印象を，5-7
段階の尺度を用いて数値として測定する手法である．例え

ば，相反する形容詞対の例として，「綺麗-汚い」や，「鋭い

-鈍い」等について，7 段階でその間の印象を評価する．SD
法は，日常生活でよく使われる用語（形容詞対）を用いる

ことから，言語に依存する手法である． 
一方，言語に依存しないで印象を評価する方法として， 

SAM（Self-Assessment Manikin）尺度［3］がある．SAM は，

Valence（快-不快度）と Arousal（覚醒度）の各 9 段階から

自分の気持ちと近い項目を選択する手法である．非言語で

利用できることから，言語や文化を越えた有効性，直感的

な評価が可能である．SAM 尺度に対して SD 法は，より具

体的な印象を順序だてた評価が可能となる．しかし，これ

らの主観評価法には，物事をイメージするというプロセス

があるため，社会的望ましさバイアスに左右される可能性

ある[5]． 
また，客観的に人の感情の評価する方法として近年，生

体情報を用いた客観的な感情推定法が提案されている[6]．
この方法は，心拍や脳波，呼吸などの生体情報による反応

を用いていることから無意識の情動反応による評価が可能
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とされる[6]. 無意識の情動反応には，人間の認知による社

会的バイアスが入りづらい利点がある．ただ，生体情報は，

日常的に用いる感情用語と異なり，また対応づけも明らか

ではないことから，評価結果の感情面での解釈を行いづら

い問題がある． 
このように，言語や視覚情報を用いた評価方法と，生体

情報を用いた評価方法はそれぞれの利点・欠点がある．こ

のため，人の感情の客観的な推定には両者を組み合わせて

用いることで信頼性のある客観評価が可能になると考えら

れる．Yang らは，2 つの手法の間で結果が異なる場合があ

ることを報告している[7]．例えば，自律神経系では副交感

神経優位，すなわちリラックスしていると判断された人が，

アンケートでは逆に現在の感情を眠いと評価した場合など

である．そのため，アンケートによる主観的反応と生理的

反応の関係がまだ不明確であり，どちらが正しく，感情推

定に用いるべきかを判断することが困難である.したがっ

て，人の感情反応をより正確に評価する手法を確立するた

めには，これらの関係を明らかにすることが必要であるが

十分な議論がなされていない． 
これに対し，吉永ら[8]や土井ら[9]は，人の嗜好は生理的

反応と主観的評価の両方に影響を及ぼすことを明らかにし

た. 嗜好は人間の主観の代表であり，積極的な行動や意思

決定に帰着し，感情評価における指標とされる[8].また，

Sripian らは，生体情報の反応から性格の傾向を把握するこ

とが可能であることを示唆した[10]．これらの研究から，

個人が持つ他者とは異なる嗜好や性格というものが主観的

評価と生理指標の結果に影響を及ぼす可能性があると考え

られる．すなわち，人の感情を生体情報や主観評価により

評価する際には，人の嗜好や性格特徴の影響を考慮する必

要がある可能性がある．しかし，これまでの研究では人の

嗜好や性格特徴が生体情報や主観評価に及ぼす影響につい

て十分に検討されず，人の感情の評価がされているという

課題がある[8,9,10]． 
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そこで本研究では，嗜好・性格特徴が生理的反応と主観

的反応に及ぼす影響を調査し，生理的反応と主観的反応の

関係を明らかにすることを目的とする.実験では，協力者に

対して音楽刺激，香り刺激を提示し，その際に得られた脳

波・心拍と嗜好・性格特徴に関するアンケートの結果を用

いて検証を行った．結果として，個人の性格特徴が生体情

報や主観評価に影響することがわかった．また，嗜好の傾

向が類似している人とそうでない人との間に生体情報の差

がみられたことから，嗜好に関しても生体情報に影響を及

ぼすことが示された．これにより，生体情報を用いた実験

において，個人の性格特徴や嗜好の傾向を考慮することの

有効性が確認された．本論文の構成は次の通りとする．2
節にて目的と提案，3 節にて実験，4 節にて実験結果，5 節

にてまとめを述べる． 

2. 目的と提案 

課題に述べたように，人の嗜好や性格特徴の違いが，主

観評価や生体情報に影響を及ぼすかどうか，現在明確では

ない．このため，客観的な人の感情評価を行うことを目的

とした場合，これに影響をおよぼす嗜好や性格特徴の違い

を主観評価や生体計測による感情評価に及ぼす影響を明ら

かにする必要がある．そこで，本研究では，目的を達成す

るために，問題となる嗜好や性格特徴の違いを主観評価や

生体計測による感情評価に及ぼす影響を明らかにする．実

現のため，実験を実施し，影響度を比較するものとした．

具体的な比較評価として 2 つの刺激（音楽と香り）により

任意の感情を喚起し，生体情報と主観評価を取得する．音

楽と香りとした理由として，これまでの多くの研究で感情

を喚起するのに用いられ，その有効性が示されていること

が挙げられる[11,12,13,14]．音楽や香り以外にも，動画や画

像を用いた感情喚起刺激が多く存在するが，音楽や香りは

比較的文化の差に左右されないという利点もある． 
そして，嗜好・性格特徴と生体情報・主観との相関を調

査する.また，嗜好・性格特徴の傾向に基づいてグループ分

けをし，分けられたグループ間の差を比較するものとした． 
2.1 感情刺激 

上野ら[15]によれば，感情を喚起するのに有効な音楽は， 
J-POP，K-POP，Hip-Hop，Rock，Reggae，Jazz，Classic，
Electro Dance Music（EDM），Metal，演歌の 10 ジャンル

である.本実験では，その中から Classic ， J-POP ，Jazz ， 
Rock の 4 種類の歌の入っていない音楽ジャンルを選び，感

情刺激として実験に使用することにする.これらの音楽は，

参加者が今まで聴いたことがないものである.それに加え

て，実験協力者から事前に好きな曲を調査し，5 つ目の音

楽刺激として使用する．また，予備調査後のヒアリングに

よって，歌が入っていない音楽を使用する上で J-POP と

K-POP の間に差が感じられないといった結果が得られた.
本実験では，音楽ジャンル間で似たような曲調であるもの

を避けたため，Classic ， J-POP ，Jazz ， Rock のジャン

ルを選んだ．また，実験後に実験協力者に使用した楽曲を

聞いたことがあるかどうかを調査した．  
また，一般的な嗜好の対象は音楽のみではない．しかし，

一般的な嗜好の対象は膨大な数存在しており，かつ曖昧で

ある．そのため，本研究では，五感を参考に嗜好の対象を

絞る．韓らは，香りは自律神経系に影響を及ぼし副交感神

経神経活動の反応を見ることが可能であると述べている

[16]．そこで本実験では韓らの研究を参考に，音楽以外の

嗜好の影響を確認するため，音楽刺激に加え，香り刺激を

用いる．香りの刺激には交感神経系に影響を及ぼすとされ

ているラベンダーとペパーミントを使用した[17,18]． 
2.2 生体情報による客観的評価 

本研究では，上野らの研究でも用いられた池田の感情推

定手法で用いられた生体情報である脳波と心拍変動の値を

用いた[6,15]．これは心拍変動値を快・不快，脳波を用眠

気・覚醒の判定を行う.心拍変動値と脳波をラッセル円環モ

デル[19]に対応付けることによって感情を推定する手法で

ある．本研究は，次の心拍変動指標と脳波指標を用いる 
2.2.1 心拍変動指標を用いた快適度の評価 

快適度の評価では，心拍変動指標を用いる．Switch 
Sciences 社の心拍計（Pulse Sensor）を用いて心拍変動を

計測した．心拍変動指標は，自律神経系の状態を測る指標

として用いられている．本研究では，心拍指標の時間領域

解析から算出される pNN50 を用いる．pNN50 は，連続す

る RRI（心拍間隔）から求められる心拍変動が 50ms 以上

の割合である .本研究では，NN 区間の総数を 30 とし

た.pNN50 自律神経系のうち副交感神経系の活動の優位性

を示す指標である．このことから，pNN50 が大きい場合

は快状態であり，小さい場合は不快状態であると解釈した． 
2.2.2 脳波指標を用いた覚醒度の評価 

覚醒度の評価は，脳波指標を用いる． 近年生体情報に

よる感情評価の研究でも用いられる簡易脳波計 NeuroSky
社の MindWave Mobile2 を用いて脳波を計測した[11]．
MindWaveMobile2 はδ波から Midγ波までの(1-50Hz)一
般的な脳波指標に加え，覚醒度を表す Attention とリラッ

クス度を表す Meditation という指標の算出が可能である．

AttentionやMeditationに関してはNeuroSky社独自の指

標である．の Attention は，集中度を示す指標とされてお

りβ波を中心とした脳波の変化量からリアルタイムで測定

された値である[20]．Meditation に関してはリラックス度

（瞑想度）を示す指標とされており，主にα波を中心とし

た脳波の変化量からリアルタイム測定された値であるとさ

れている[20]．本研究においては，MindWaveMobile2 を

用いて二つの指標で覚醒度を評価する．まずは，Attention
と Meditation の差を取った Attention-Meditation の値で

ある．この指標の有用性については，池田らの研究におい

て示されているが，先に述べた通り NeuroSky 社独自の指
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標である．そのためもう一つの覚醒指標として，lowβ/lowα 
を用いる.Low αは 8～9Hz の周波数帯の脳波であり，リ

ラックスや平穏を表すとされている．Low βは 13～17Hz
の周波数帯の脳波であり，環境の認識を表すとされている． 
2.3 アンケートによる主観評価 
 感情評価（快適・覚醒）は先行研究[9]に基づき，SAM
尺度を用いた.また，刺激に対する嗜好調査として 6 段階の

リッカート尺度アンケートで評価した.性格特徴の評価は

BIGFIVE の 5 次元による性格特徴評価をするために，

TIPI-J(Ten Item Personality Inventory Japanese)[21]を用いた

（図 1）．TIPI-J は，各側面にわずか 2 項目から構成されて

いながら分布が大きく偏ることもなく，高い信頼性と妥当

性を有しているとされている[21]．TIPI-J は 10 項目の質問

に対して，回答者が当てはまる度合いを 7 段階で回答する

ことで，回答者の性格特徴をスコアとして算出するもので

ある．また，算出された性格特徴を BIGFIVE の 5 側面であ

る「外向性・協調性・勤勉性・神経症傾向・開放性」に分

け，そのスコアを分析に使用する． 

 

図 1 TIPI-J の質問用紙 
 

 性格特徴の算出として，アンケートにて取得した得点

を以下の表 1 の通りに計算をする． 性格特徴の得点とし

て，1～7 で表されており，点数が高いほどその性格特徴が

表れていると解釈する． 
 

表 1 TIPI-J 性格特徴計算 
外向性 (質問 1 の得点 + (8 –質問 6 の得点)) / 2 
協調性 ((8 –質問 2 の得点) + 質問 7 の得点) / 2 
勤勉性 (質問 3 の得点 + (8 –質問 8 の得点)) / 2 
神経症傾向 (質問 4 + (8 – 質問 9 の得点)) / 2 
開放性 (質問 5 + (8 – 質問 10 の得点)) / 2 

 

3. 実験 

3.1 概要 
本実験では， 嗜好と性格特徴が感情評価における生体

情報に及ぼす影響調査する目的として， 音楽聴取と香りの

聞香の実験を行う．音楽聴取時と香りの聞香時の生体情報

(心拍変動値・脳波)を取得し，これらと主観アンケートに

より， 感情評価における嗜好と性格特徴の影響を分析する． 

3.2 実験手順 
事前に実験協力者が音楽ジャンルの嗜好，香りの嗜好，

性格特徴に関する質問を回答した．嗜好の調査はリッカー

ト尺度を用い，性格特徴の調査は TIPI-J を用いた.また，実

験協力者は，主観にて好きな曲を一つ挙げた．実験は次の

流れで実施した． 図 2 は実験の様子を示す. 
(1) ディスプレイの前に座り，脳波センサ・心拍センサを

装着する． 
(2) 嗜好調査と性格特徴調査を実施する． 
(3) 好きな曲を 1 曲挙げる． 
(4) 生体情報の安定化のため，5 分間の安静状態を取る． 
(5) 1 分間の音楽聴取をした後，主観評価を行う． 
(6) 1 分間の安静状態を取る． 
(7) (5)～(6)を計 5 回繰り返す． 
(8) 生体情報の安定化のため，5 分間の安静状態を取る． 
(9) 嗅覚の安定化のため，1 分間実験協力者自身の腕の匂い

を聞香する． 
(10) 1 分間の香り聞香をした後，主観評価を行う． 
(11) 1 分間の安静状態を取る． 
(12) (9)～(10)を再度繰り返す． 

 
図 2 実験の様子 

 
3.3 分析方法 
 嗜好・性格特徴が生体情報による感情評価結果に与える

影響を確認するために，3 つの分析を行った.相関分析，ク

ラスター分析，そして，クラスターごとの平均値・標準誤

差比較である.まず，相関分析では，嗜好，性格特徴，生体

情報による感情評価，及び主観評価の間の関係を調査する.
次に，嗜好・性格特徴を用いてクラスター分析により嗜好

や性格特徴の類似性によりクラスタリングをし，そのクラ

スターごとの生体情報の値を比較する. 

4. 実験結果 

4.1 分析対象 
 本実験では，20 名の実験協力者が参加した.20 代の健康

な男性 16 名，女性 4 名である.1 人の実験協力者のデータ

が正常に取得できなかったため，収集した 19 人の実験デー
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タを用いて，前節で説明する分析を行った. 
4.2 相関分析 
4.2.1 結果 

個人の嗜好や性格特徴に対する生体情報の値や SAM 尺

度の値の関係を評価するために，相関分析を行った．相関

分析を行う前に，生体情報データの正規性を検定した． 19
人分のデータあるため，Shapiro-Wilk の正規性の検定を使

用した.各感情刺激（音楽 5 つ・香り 2 つ）に対する pNN50， 
Attention-Meditation， lowβ/lowα データを正規性検定し

た.結果は，ロックの音楽に対する lowβ/lowα データのみ正

規分布に従わない.このことから，ロックの lowβ/lowα は

Spearman の相関係数を使用して相関分析した．残りのデー

タは正規分布に従うため Pearson の相関係数を使用して相

関分析した. 
 まず，各刺激に対する嗜好とその刺激による生体情報の

値(pNN50， lowβ/lowα， Attention-Meditation)の相関を

分析した.ただし，刺激「好きな曲」に関してすべての実験

協力者が嗜好調査において最大値で評価したため，対象外

とする．相関係数を表 2 に示す. 
 

表 2 各刺激に対する嗜好と生体情報の相関係数 
刺激 pNN50 lowβ/lowα Attention-Meditation 

クラシック -0.349 0.181 -0.017 
J-POP 0.371 0.462 * 0.049 
ジャズ -0.426 -0.271 -0.248 
ロック -0.197 0.135 -0.036 
ラベンダー -0.33 -0.383 -0.3 
ペパーミント -0.017 -0.11 0.136 

 
表 2 より J-POP に対する嗜好と J-POP を聞く際の lowβ

/lowαの値には有意な弱い正の相関がある. 
また，各刺激に対する嗜好とその刺激に対する SAM 尺

度の相関を分析した.相関係数は表 3 に示す. 
 

表 3 各刺激に対する嗜好と SAM 尺度の相関係数 
刺激 SAM valence SAM arousal 

クラシック -0.301 -0.124 
J-POP 0.099 -0.145 
ジャズ 0.308 0.17 
ロック 0.209 -0.168 

 
表 3 より全ての刺激の嗜好調査と主観評価は全て有意な

相関がない. 
 性格特徴と各刺激に対する生体情報の値 (pNN50， 
lowβ/lowα， Attention-Meditation)の相関を分析した.性
格特徴と刺激による快適（pNN50）の相関係数は表 4 に

示す. 
 

 表 4 性格特徴と pNN50 の相関係数 

刺激 外向性 協調性 勤勉性 神経症
傾向 開放性 

クラシック -0.108 0.472* -0.075 0.226 -0.043 
J-POP 0.143 -0.114 0.2 0.036 -0.307 
ジャズ 0.396 0.11 0.232 -0.05 0.19 
ロック -0.003 0.093 0.507* 0.184 -0.192 
好きな曲 -0.301 0.028 0.088 0.274 -0.111 
ラベンダー 0.071 0.154 -0.06 -0.129 -0.181 
ペパーミント 0.106 -0.136 0.213 -0.239 -0.401 

 
協調性に関する性格特徴とクラシックを聴いている際

の pNN50 に有意な弱い正の相関があり，勤勉性とロック

を聞いている際の pNN50 に有意な正の相関があった.  
次に性格特徴と刺激による覚醒（Attention-Meditation）

の相関係数を表 5 に示す.  
表 5 性格特徴と Attention-Meditation の相関係数 

 

刺激 外向性 協調性 勤勉性 神経症
傾向 開放性 

クラシック 0.491* 0.116 0.037 0.351 0.296 

J-POP 0.021 0.1 0.477* 0.036 -0.145 
ジャズ 0.207 -0.452 0 -0.507* -0.153 
ロック 0.311 -0.546* -0.427 -0.341 -0.115 
好きな曲 0.205 -0.225 -0.169 -0.248 -0.221 
ラベンダー 0.191 -0.09 -0.148 0.459* 0.237 

ペパーミント -0.05 0.066 -0.145 0.387 0.152 

 
結 果 は 外 向 性 と ク ラ シ ッ ク を 聴 い て い る 際 の

Attention-Meditation の間，勤勉性と J-POP を聴いてい

る際の Attention-Meditation の間，神経症傾向とラベンダ

ーを聞香している際の Attention-Meditation の間に有意

な弱い正の相関があった．また，神経症傾向とジャズを聴

いている際の Attention-Meditation の間，協調性とロック

を聴いている際の Attention-Meditation の間には有意な

負の相関がある. 
性格特徴と刺激による覚醒（lowβ/lowα）の相関係数は

表 6 に示す.  
 

表 6 性格特徴と lowβ/lowαの相関係数 

刺激 外向性 協調性 勤勉性 神経症
傾向 開放性 

クラシック -0.071 -0.23 -0.034 -0.003 -0.447 

J-POP 0.446 -0.273 0.047 -0.041 -0.113 
ジャズ 0.484* -0.337 0.13 -0.384 0.039 
ロック 0.266 -0.404 -0.097 -0.434 -0.33 
好きな曲 0.07 -0.027 0.26 -0.337 -0.063 
ラベンダー 0.008 0.028 -0.069 0.097 0.115 

ペパーミント -0.048 0.143 -0.339 0.267 0.077 

 
外向性とジャズを聞いている際の lowβ/lowα の間に有意な

弱い正の相関がある. 
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 性格特徴と刺激による主観的な快適（SAM 尺度の

valence）の相関係数は表 7 に示す. 
 

表 7  性格特徴と SAM 尺度の valence の相関係数 

刺激 外向性 協調性 勤勉性 神経症
傾向 開放性 

クラシック 0.272 -0.022 0.334 -0.274 -0.568* 

J-POP 0.017 -0.444 -0.462* -0.178 0.037 
ジャズ -0.163 0.25 0.39 0.103 0.196 
ロック 0.365 0.001 -0.204 0.358 -0.228 
好きな曲 -0.047 0.207 0.137 0.238 -0.322 

 
結果は開放性とクラシックに対する SAM 尺度の valence
の間に有意な弱い負の相関，勤勉性と J-POP に対する

SAM 尺度の valence の間に有意な負の相関があった． 
性格特徴と刺激による主観的な快適（SAM 尺度の arousal）
の相関係数は表 8 に示す.  

 
表 8  性格特徴と SAM 尺度の arousal の相関係数 

刺激 外向性 協調性 勤勉性 神経症
傾向 開放性 

クラシック 0.139 -0.196 -0.174 0.13 -0.096 

J-POP -0.226 -0.198 -0.049 -0.478* 0.175 
ジャズ 0.277 0.38 0.262 -0.056 -0.224 
ロック 0.393 -0.139 0.181 0.423 -0.175 
好きな曲 0.065 -0.275 -0.291 -0.071 -0.734** 

 
神経症傾向と J-POP に対するSAM尺度の arousalの間

に有意な弱い負の相関があり，開放性と好きな曲に対する

SAM 尺度の arousal の間に有意な強い負の相関があった． 
4.2.2 考察 

いくつかの嗜好や性格特徴と生体情報や主観評価との

間に相関があったことから，嗜好や性格特徴は生体情報や

主観評価の違いに影響していると考えられる． 
嗜好と生体情報に関しては，JPOP の好みと lowβ/lowα

の間にのみ弱い正の相関があった．このことから，JPOP
に対する嗜好が高い人の方が lowβ/lowαの値が高くなる

という関係が示唆された． 
また生体情報と性格特徴に関して相関係数の絶対値

が最も高かったのは Attention-Meditation に関しては，協調

性とロックを聴いている際の Attention-Meditation の間

の-0.546 であった．それに加えて，ロックを聴いている際

の pNN50 の値と勤勉性との間に正の相関がある．そのた

め，ロックを聴いている際に関して，協調性の得点が低い

人の方が Attention-Meditation(覚醒)の値が高くなり，勤

勉性が高い人の方が pNN50 の値(快適)が高くなるという

関係がある可能性がある． 
主観評価に対して相関がみられたのは，性格特徴のみで

あり，SAM 尺度による主観評価の違いに嗜好は影響しな

い可能性が示唆された．性格特徴と主観評価の相関分析の

中で，最も相関係数の値の絶対値が高かったのは，開放性

と好きな曲に対する SAM 尺度による arousal(快適)評価で

あった．これらには強い正の相関があり，このことから，

開放性の得点が高い人は好きな曲に対する arousal 評価を

高くするという傾向が見られた． 
4.3 クラスター分析とクラスター間の比較 
4.3.1 クラスター分析 

性格特徴・嗜好の度合いに対して，類似傾向のある実験

協力者同士を分類することを目的として，クラスター分析

を行った．本件研究では，性格特徴・嗜好の度合いを連続

変数として Two Step クラスター分析を行った.Two Step ク

ラスター分析では，2 段階でクラスターの作成を行なって

おり，第 1 段階として K-Means のように距離をもとに小さ

なクラスターを作成し，第 2 段階として小さなクラスター

を階層クラスター分析のように段階的に結合させてまとめ

上げるということを行う.この方法は，名義尺度も扱うこと

ができる，クラスター数を自動的に決定できる，そして大

量のデータについても比較的短時間で処理できるという長

所があるため，利用した. 
 音楽刺激に対する嗜好を用いてクラスター分析すると実

験協力者 6 名が含まれるクラスターC1，実験協力者 13 名

が含まれる C2 の 2 つのクラスターが得られた. 
  香り刺激に対する嗜好を用いてクラスター分析すると，

実験協力者 11 名が含まれる C3，実験協力者 8 名が含まれ

る C4 の 2 つのクラスターが得られた. 
音楽に対する嗜好によりクラスタリングしたクラスター

C1，C2 と香りに対する嗜好によりクラスタリングクラス

ターC3，C4 のそれぞれの人数を表 9 に示す． 
 
表 9 嗜好によるクラスタリングされたクラスターの人数 

  音楽の嗜好によるクラスター 香りの嗜好によるクラスター 
C1 C2 C3 C4 

人数 6 13 11 8 

 
一方で，性格特徴を用いてクラスター分析すると，性格

特徴を連続変数としての分類を行う事が出来なかった．  
 そのため，別の手法を用いてクラスター分析を用いる．

その手法として階層クラスター分析を用いた．しかし，性

格特徴による階層クラスターの分析結果は 2 分類する場合，

1 名の実験協力者とそれ以外の実験協力者に分けられた．

全クラスター内に最低でも 2 名以上の実験協力者がいる分

類結果として，7 分類する必要があることが分かった．性

格特徴の値を基に行ったクラスター分析について，3 名の

実験協力者の性格特徴の値と他の実験協力者の値の差がと

大きいことから，その 3 名の実験協力者を除いた全 16 名の

データを用いて階層クラスター分析を行ったが 2 分類の

場合，2 名の実験協力者とそれ以外の 2 つのクラスターに
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分けられた.したがって，本研究において性格特徴に関して

はクラスターごとの比較は行わないものとする． 
4.3.2 クラスター間の平均値の比較 

音楽，香りに対する嗜好によって分けられた各クラスタ

ー間の生体情報の差を評価するため，平均値の比較を行っ

た． 
まずは，音楽刺激の嗜好によって分類されたクラスター

C1，C2 間の比較結果について述べる．まずは，C1，C2 の

Attention-Meditation(覚醒)に関して，各音楽刺激に対する平

均値を図 3 に示す． 

 
図 3 音楽刺激の Attention-Meditation の平均値 

 
 図 3 より，音楽刺激時の Attention-Meditation においては

ロック以外の音楽刺激において，C1，C2 の値の正負が異

なる． 
次に，C1，C2 の lowβ/lowα(覚醒)の平均値に関して，

図 4 に示す． 

 
図 4 音楽刺激の lowβ/lowαの平均値 

 
図 4 よりすべての音楽刺激において，C1，C2 の lowβ/low

αに関して，値の正負が異なった． 
次に，C1，C2 の pNN50(快適)の平均値に関して，図 5

に示す． 

 
図 5 音楽刺激の pNN50 の平均値 

図 5 に示された結果からわかるように，pNN50 に関して

は，すべての音楽刺激で C1，C2 の間に一貫した差は見ら

れなかった． 
次に香り刺激の嗜好によるクラスターC3，C4 間の比較

を行う．まずは，C3，C4 の Attention-Meditation に関して，

各香り刺激に対する平均値を図 6 に示す． 

 
図 63 香り刺激の Attention-Meditation の平均値 

 
図 6 の通り，C3 と C4 の Attention-Meditation の値は C1，

C2 のように正負が異なるわけではないが，どちらの香り刺

激に対しても C3 に比べ C4 の方が Attention-Meditation の値

が低い． 
また，C3，C4 の lowβ/low α の平均値を図 7 に示す．  

 
図 7 香り刺激の lowβ/lowαの平均値 

 
 図 7 より香り刺激に対する C3，C4の lowβ/lowαの値は，

Attention-Meditation と同様に，C3 に比べ C4 の値が低い． 
最後に C3，C4 の pNN50 の平均値を図 813 に示す． 

 
図 8 香り刺激の pNN50 の平均値 

 
 図 8 に示した香り刺激に対する C3，C4 の pNN50 の値か

らどちらの香り刺激に対しても C3 に比べ C4 の pNN50(快
適)の値が高い． 
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4.3.3  考察 
 音楽や香りに対する嗜好が類似傾向にある人ごとにクラ

スタリングしたのちに，生体情報の値を比較した．それに

より，クラスターごとに生体情報の差がみられた． 
音楽に対する嗜好に関しては，図 3，図 4 に示した通り

嗜 好 が 異 な る 傾 向 に あ る ク ラ ス タ ー 間 で は

Attention-Meditation と lowβ/lowαの値の正負が異なると

いう差がみられた．すなわち，異なる嗜好を持つ群同士で

は刺激に対する生体情報による覚醒の値が異なる可能性が

示された． 
香りに対する嗜好によってクラスタリングされた 2 つの

クラスターは，図 6-8 に示した通り香り刺激の種類に関わ

らず生体情報の値の大小が異なる． 
相関分析では，相関がみられたのは嗜好と生体情報に関

して一つの刺激，かつ一つの生体情報のみであった．しか

し，本節で示した通りクラスタリングすることにより嗜好

に関しても生体情報に影響する可能性が示唆された．生体

情報に関しては個人ごとの嗜好ではなく，クラスタリング

された嗜好が影響する可能性が示唆された． 

5. まとめ 

本研究では，嗜好・性格特徴が生体情報および主観へ与

える影響を明確にすることを目的として，音楽と香り 2 つ

の刺激を提示する実験をした．また，刺激に対する嗜好・

性格特徴と刺激による生体情報及び主観評価を相関分析し，

嗜好・性格特徴によるクラスター分析とそのクラスター間

の生体情報の比較を行った．その結果，相関分析によって，

生体情報や主観評価と性格特徴の間に相関がみられ，生体

情報や主観評価に対する性格特徴の影響があることが示さ

れた．また，クラスタリング分析では嗜好によって 2 つの

クラスターに分類し，生体情報の値を比較した．クラスタ

ーごとに生体情報の値の差がみられ，相関分析だけでなく

クラスター分析を行うことの有効性が示唆された．これら

のことから，嗜好や性格特徴は生体情報や主観評価に影響

を及ぼすことが示唆された．そのため，生体情報や主観評

価により人の感情などを評価する際には，その人の持つ嗜

好や性格特徴に関しても考慮する必要があるといえる．本

研究においては音楽，香りに対する嗜好のみであったため

その他の嗜好や，個人特性を評価できる指標の影響に関し

ても検討する必要があるといえる． 
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